
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

パーソントリップ調査の結果をもとに、引き続き道央都市圏の交通のあり方や次期札幌市総合交通計画策定に向けて検討を進める。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

↓

アウトカム
成果指標1

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

調査着手 調査実施 調査実施 調査実施 調査実施 調査実施

人工

指標

アウトプット
活動指標1

将来的な交通のあり方の検討に向けた調査の実施 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

4 人工

令和7年度予算額 203,000 千円 うち特定財源 74,000 千円 正規職員業務量 4

正規職員業務量 4 人工

令和6年度決算額 48,969 千円 うち特定財源 8,000 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 4 人工

令和6年度予算額 55,000 千円 うち特定財源 8,000 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

道央都市圏の交通体系調査で交通実態データを取得することにより、現況分析・将来交通需要予測を実施することが可能とな
り、それらをもとに道央都市圏の交通のあり方や次期札幌市総合交通計画の検討を行う。

他都市の状況

概ね１０年に１度の調査が望ましいと国の指針で示されており、近年では以下の都市圏でパーソントリップ調査が行われてい
る。
（Ｒ５：松山都市圏、熊本都市圏、沖縄本島中南部都市圏、Ｒ４：西遠都市圏、中京都市圏、帯広圏等）

市民参加の実施

令和5年度決算額 9,669 千円 うち特定財源 0

施策名 四季を通じて、誰もが快適に利用でき、環境にもやさしい移動環境

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

　２００６年に実施した道央都市圏７市・３町による第４回パーソントリップ調査結果を基に、２０１０年３月には道央都市圏の都市
交通マスタープランを策定したが、今後の人口減少下においても公共交通を適切に維持していく必要があることや、拠点におけ
る再開発等により人の移動の変化が想定されることなどから、改めて人の移動を把握し、持続可能な交通体系の構築に向けた
検討を進める必要がある。
　また、札幌市総合交通計画に基づく戦略実現に向け、公共交通機能や道路ネットワークの向上等に係る検討等を行う必要が
ある。

事業内容
（何を実施し）

　道央都市圏における第５回パーソントリップ調査の実施に向けて、２０２３年度より学識経験者や関係自治体等で構成される
検討会を設置しており、２０２４年度は計画課題の整理やビックデータの活用、調査手法・調査内容の設計など、検討を深めた。
　上記検討会での議論に加え、２０２５年３月からは新たに協議会を設置し、望ましい交通のあるべき姿について検討を重ねて
いるところ。

事業名 将来交通体系の調査・検討費
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